
  ○ 調査対象   全国の40歳から64歳までの方から無作為抽出（標本数：5,000人） 
 
  ○ 回収結果   有効回収数：3,248人（回収率：65％） 
 
              ⇒ うち、ひきこもり該当者は  ４７人 
 
  ○ 推計数     ６１．３ 万人 
 
              ※ 有効回収数に占める割合 （1.45％）×  40～64歳人口（4,235万人） 
                                                ＜総務省「人口推計」(H30)＞   

令 和 元 年 ５ 月 2 9 日 
福 祉 保 健 局 

 調査概要 （H31.3 内閣府公表） 

国のひきこもりに関する実態調査結果について 

○ 国の調査結果から想定される都内の推計数は約11万人 
○ あわせて、必要とする支援の内容や家族の状況等の「実態」の把握が必要 

参考資料１ 

（参考）若年層
（H27年度調査）

該当人数（人） 推計数（万人） 推計数（万人）

自室又は家から出ない 7 9.1 5.5 14.6 12.7%

近所のコンビニなどには出かける 21 27.4 12.1 39.5 34.2%

趣味で外出 19 24.8 36.5 61.3 53.1% 準ひきこもり

計 47 61.3 54.1 115.4 100% 広義のひきこもり

※今回の調査には、家族以外の人と会話を6ヶ月以上していない専業主婦・主夫、家事手伝いが含まれている。
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